
学校というところは、頭が良ければ良いほど溶け込めないもの。
マット・ニューエンバーグは、天才的な記憶力という特異な能力
のせいで、学校生活にはなじむことが出来なかった。だが幸運
なことに、“組織”は、まさにそのような人間を探しているのだ…。

頭脳
CHAPTER 68



物心のついた頃からずっと
友達がいない。

友達が欲しくない
わけじゃない…

でも、みんな、僕自身じゃなくて
僕の能力に興味を持っているから。

おいっ
なあ、アインシュタイン。
7問目の対称軸は何？

ニューエンバーグ、教えろよ
Xの値は？

能なし。
2.38だよ。

マット・ニューエンバーグ！



それだけの頭脳があるのに
もったいないわ。
大学進学を考え直しなさい。

ねえ、マット！
今年のタレントショーの参加者が
1人足りないんだけど…
出てもらえないかしら？

学校とは相性が悪い。

え、どうして？
僕には才能なんてないよ。

なに言ってんだよ、
アインシュタイン！
お前の頭脳は
検索エンジンじゃないか。

本当？！

知らないのかよ？
ニューエンバーグはオールA以外
とったことないんだよ。

出てもらえない？
…お願い！

違うよ。
演説のクラスは
落第点だった。



1968年
ワールドシリーズで
優勝したのは？

7戦、戦って、
デトロイト・タイガースが
セントルイス・カーディナルスを
くだしました。 円周率は？

3.1415926535…

どうやって、
記憶してるんだ？

やらせだろ！

…89793284626433…

イカサマ！！

バケモノ！！！
気味悪い！！



…人と違うことが
長所だと見なされる場所も
あるわ。本当よ。

誰？
誰かいるの？

私はエル。
独りぼっちの気持ち、
私にはわかるの。
約束よ、今まで行ったことない
ところに連れて行ってあげる。 信用できるの？

あなたが属すべき場所に
連れて行ってあげるわ。

そんな場所
なんかないよ。

…選択の余地なし？

信じて。
私が守って
あげるから。

僕に何か起きたら
どうするの？

何が起きるって
言うのよ？



アーッ！！

エル！！エル！！エル！！



私たち
同じものを求めているの。

あなたと私は、
それほど
違わないってこと。

今は、そう思えないかもしれない
でも、ここに連れてきたことで、
守ってあげたのよ。

僕を守ってくれるん
じゃないの？そうだけど。

でも、学校ではケーキなんて
焼いてくれないでしょう？

どう？
気に入ってくれた？

朝は拷問、
後は独りぼっちだ。

学校とたいして
変わらない。


